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心
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し
た
室
町
時
代
諸
本
の
様
相

　

伝
周
桂
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『
源
氏
物
語
』
の
様
相　
　

―
胡
蝶
巻
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中
心
に
―	

菅　

原　

郁　

子
・・
・
・
・
・
・
・
1

　

三
条
西
家
本
系
統
諸
本
の
「
篝
火
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巻
の
字
母
の
分
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沼　

尻　

利　

通
・・
・
・
・
・
・
・
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名
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の
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現
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紅
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文
庫
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蔵
本
『
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語
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位
置
付
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の
調
査

　
　
　

―
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部
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家
本
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大
正
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学
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中
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し
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写
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と
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・
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査

　
　
　

―
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正
大
学
本
、
日
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本

　
　
　
　

を
中
心
と
し
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写
本
と
の
比
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し
て
―	
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・
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﨟
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・
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﨟
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は
じ
め
に

　

本
誌
は
、
二
〇
一
九
～
二
二
年
度
に
受
け
た
文
科
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手
研
究
に
よ
る
「
新
出
資
料
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
中
心
と
し
た
三
条
西
家
源
氏
物
語
本
文
の
再

構
築
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
報
告
書
で
あ
る
。
ま
た
本
書
と
は
別
に
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
（
カ
ラ
ー
版
）
の
全
画
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
の
画
像
に
は
何
の
制
限
も
設
け
な
い
の
で
、
御
自
由
に
お
使
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
目
的
は
、
室
町
時
代
後
期
以
降
の
源
氏
学
を
席
巻
し
た
三
条
西
家
の
源
氏
物
語
本
文
を
再
検
討
す
べ
く
、
実
隆
最
初
の
手
沢
本
と
な
っ
た
〈
文
明
本
〉（
散
逸
）
の
流

れ
を
ひ
く
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
具
体
像
（
書
誌
・
本
文
の
位
相
・
制
作
背
景
等
）
を
明
ら
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

な
ん
と
な
れ
ば
三
条
西
家
の
源
氏
物
語
本
文
は
、
青
表
紙
原
本
と
さ
れ
て
い
る
諸
帖
や
大
島
本
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
〈
四
半
本
〉
と
称
さ
れ
て
い
る
定
家
本
源
氏
物
語
と
は
異

な
っ
た
、
も
う
ひ
と
つ
別
の
定
家
本
、
す
な
わ
ち
〈
六
半
本
〉
の
系
統
を
ひ
く
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
以
下
の
方
々
で
あ
る
。
各
々
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
異
な
る
が
、
室
町
期
の
本
文
状
況
の
解
明
に
関
心
を

お
持
ち
の
方
々
で
あ
っ
た
。
大
い
な
る
刺
激
を
与
え
て
下
さ
り
、
本
研
究
を
推
進
し
て
下
さ
っ
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
と
共
に
、
五
〇
音
順
・
敬
称
略
で
お
名
前
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　
　

・
神
田
久
義
（
田
園
調
布
大
学
、
非
常
勤
講
師
）

　
　

・
久
保
貴
子
（
実
践
女
子
大
学
）

　
　

・
齊
藤
鉄
也
（
淑
徳
大
学
）

　
　

・
菅
原
郁
子
（
文
教
大
学
）

　
　

・
中
城
さ
と
子
（
中
京
大
学
、
元
非
常
勤
講
師
）

　
　

・
沼
尻
利
通
（
福
岡
教
育
大
学
）

　
　

・
藤
井
日
出
子
（
中
京
大
学
、
元
非
常
勤
講
師
）

　

ま
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
画
像
公
開
作
業
に
お
い
て
は
、
実
践
女
子
大
学
元
非
常
勤
講
師
の
平
井
仁
子
氏
に
『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』
頁
数
と
の
照
合
を
お
願
い
し
た
。

面
倒
な
作
業
を
一
手
に
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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さ
て
、
こ
の
研
究
会
で
は
「
三
条
西
家
本
を
は
じ
め
と
す
る
室
町
時
代
の
源
氏
物
語
本
文
が
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
江
戸

時
代
へ
と
流
れ
こ
ん
で
い
っ
た
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
文
献
学
・
書
誌
学
・
統
計
学
、
そ
し
て
享
受
史
（
書
物
の
背
景
に
あ
る
人
と
環
境
の
研
究
）
等
、
各
自
が
関
心
の
あ
る
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
調
査
し
た
結
果
を
、
中
間
報
告
と
い
う
形
で
交
互
に
報
告
し
合
い
、
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

　

初
年
度
は
対
面
形
式
で
年
一
回
の
研
究
会
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
た
二
年
目
以
降
はZO

O
M

形
式
に
切
り
替
え
、
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
研
究
会
を
開

催
し
て
き
た
。
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
各
論
文
は
、
こ
う
し
て
発
表
さ
れ
て
き
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
無
論
、
本
誌
を
御
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
発
表
内
容

に
よ
っ
て
は
最
後
ま
で
見
解
の
分
か
れ
た
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
も
研
究
の
常
、
初
期
の
開
墾
段
階
を
経
て
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

次
の
問
題
点
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

　

本
誌
の
刊
行
と
、
こ
の
あ
と
に
予
定
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
画
像
公
開
に
よ
っ
て
、
科
研
費
に
よ
る
本
研
究
の
所
期
の
目
的
は
お
お
よ
そ
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
研
究
会
の
目
的
「
室
町
時
代
の
源
氏
物
語
本
文
が
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
、
そ
し
て
江
戸
時
代
へ
と
流
れ
こ
ん
で

い
っ
た
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

　

方
法
論
を
異
に
す
る
メ
ン
バ
ー
と
の
議
論
は
、
そ
れ
な
り
の
難
し
さ
も
あ
っ
た
も
の
の
、
相
互
に
刺
激
を
与
え
合
う
こ
と
が
多
く
、
実
に
有
益
で
あ
っ
た
。
お
一
人
お
一
人
に

改
め
て
心
よ
り
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
源
氏
物
語
の
本
文
研
究
・
享
受
史
研
究
が
関
心
の
あ
る
方
々
に
よ
っ
て
今
後
よ
り
一
層
活
性
化
し
て
い
く
よ
う
、
本
誌
と
紅
梅
文
庫
旧

蔵
本
の
画
像
が
、
そ
の
た
め
の
さ
さ
や
か
な
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
筆
を
措
く
。

　
　
　

二
〇
二
二
年
七
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

英　

子
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【
活
動
記
録
】

第
一
回
：
二
〇
一
九
年
八
月
九
日
（
金
）
実
践
女
子
大
学

　

・	

三
条
西
家
本
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代
の
源
氏
物
語
に
つ
い
て	

上　

野　

英　

子

　

・	

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
に
基
づ
く
紅
梅
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
の
調
査	

齊　

藤　

鉄　

也

　

・	N
gram

	

を
用
い
た
紅
梅
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
分
類	

齊　

藤　

鉄　

也

第
二
回
：
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
三
一
日
（
金
）ZO

O
M

　

・	

皆
で
考
え
て
み
た
い
基
本
的
な
こ
と	

上　

野　

英　

子

　

・	

三
条
西
家
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
の
中
間
報
告　
　

―
花
散
里
を
中
心
に
し
て
―	

中　

城　

さ
と
子

第
三
回
：
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
九
日
（
日
）ZO

O
M

　

・	N
gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
づ
け

　

	

　

―
書
陵
部
本
蔵
三
条
西
家
本
・
保
坂
本
・
大
正
大
学
本
を
中
心
と
し
た
写
本
と
の
比
較
を
通
し
て
―	

齊　

藤　

鉄　

也

　

・	

花
散
里
巻
の
三
条
西
家
本　
　

―
紅
梅
文
庫
本
と
書
陵
部
本
・
公
条
本
―	

藤　

井　

日
出
子

第
四
回
：
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
八
日
（
月
）ZO

O
M

　

・	

上
﨟
局
と
南
御
方	

中　

城　

さ
と
子

　

・	

公
条
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て	

上　

野　

英　

子

第
五
回
：
二
〇
二
一
年
一
月
三
一
日
（
日
）ZO

O
M

　

・	

三
条
西
家
本
の
「
篝
火
」
巻
の
字
母
分
析	

沼　

尻　

利　

通

　

・	

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
の
位
置
づ
け
（
2
）	

齊　

藤　

鉄　

也
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第
六
回
：
二
〇
二
一
年
二
月
二
八
日
（
日
）ZO

O
M

　

・	
伝
周
桂
筆
『
源
氏
物
語
』
の
様
相　
　

―
胡
蝶
巻
を
中
心
に
―	

菅　

原　

郁　

子

　

・	

若
紫
巻
の
大
島
本
の
本
文　
　

―
定
家
臨
写
本
の
転
写
本
の
姿
―	

藤　

井　

日
出
子

第
七
回
：
二
〇
二
一
年
三
月
二
七
日
（
土
）ZO

O
M

　

・	

定
家
本
と
大
島
本
の
関
係	

藤　

井　

日
出
子

　

・	

仮
名
字
母
と
表
記
を
用
い
た
蓬
左
文
庫
本
源
氏
物
語
の
調
査　
　

―
日
大
本
と
の
比
較
を
通
し
て	

齊　

藤　

鉄　

也

第
八
回
：
二
〇
二
一
年
五
月
三
〇
日
（
日
）ZO

O
M

　

・	

後
宮
で
享
受
さ
れ
る
『
源
氏
物
語
』
写
本	

久　

保　

貴　

子

　

・	

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
源
氏
研
究	

中　

城　

さ
と
子

第
九
回
：
二
〇
二
一
年
六
月
二
七
日
（
日
）ZO

O
M

　

・	

仮
名
字
母
の
出
現
傾
向
か
ら
見
た
尾
州
家
本
『
源
氏
物
語
』
関
連
写
本
の
調
査	

齊　

藤　

鉄　

也

　

・	

上
﨟
局
本
『
源
氏
物
語
』
写
し
の
二
本
を
め
ぐ
っ
て	

中　

城　

さ
と
子

第
一
〇
回
：
二
〇
二
一
年
八
月
二
九
日
（
日
）ZO

O
M

　

・	

熊
大
本
と
紅
梅
本	

―
伏
見
宮
家
の
源
氏
本
作
り	

上　

野　

英　

子

第
一
一
回
：
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
一
日
（
木
）ZO

O
M

　

・	

宗
祇
・
肖
柏
・
実
隆
の
源
氏
研
究	

中　

城　

さ
と
子

第
一
二
回
：
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
七
日
（
月
）ZO

O
M

　

・	

上
﨟
局
と
南
御
方	

中　

城　

さ
と
子
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第
一
三
回
：
二
〇
二
二
年
一
月
三
一
日
（
月
）ZO

O
M

　

・	
三
条
西
家
本
の
「
篝
火
」
巻
の
字
母
分
析	

沼　

尻　

利　

通

第
一
四
回
：
二
〇
二
二
年
二
月
二
八
日
（
月
）ZO

O
M

　

・	

伝
正
徹
筆
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
に
つ
い
て	

菅　

原　

郁　

子

　

・	

三
条
西
家
の
源
氏
学
の
成
立
（
前
半
）	

藤　

井　

日
出
子

第
一
五
回
：
二
〇
二
二
年
三
月
一
一
日
（
金
）

　

・	

三
条
西
家
の
源
氏
学
の
成
立
（
後
半
）	

藤　

井　

日
出
子

　

・	

伏
見
宮
家
の
源
氏
物
語
享
受　
　

―
貞
成
・
邦
高
親
王
を
中
心
と
し
て
―	

上　

野　

英　

子

第
一
六
回
：
二
〇
二
二
年
四
月
二
四
日
（
土
）

　

・	

仮
名
字
母
と
表
記
か
ら
見
た
室
町
期
源
氏
物
語
写
本　
　

―
正
徹
本
を
中
心
と
し
た
調
査
―	

齊　

藤　

鉄　

也
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